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● 井上さんの書籍紹介 

   

難治がんと闘う －大阪府立成人病センターの五十年－」 

足立 倫行 著  

新潮新書 2010年 8月初版 

 

はじめに 

『近年、「がんとの共生」という考え方が一般に浸透しつつある。それは

決して悪いことではない。私も緩和ケアなどに深い関心をもっている。だが、

がんを治せるものならば治したいという思いもまた、医師と患者に共通の切

実で根源的な願いである。 

 がんの治療技術は日進月歩で、毎月のように新薬や医療機器が開発され、

新しい治療法が報告されている。しかし、まるで人間の必死の追跡をあざ笑

うかのように、がんはさまざまに変化し、したたかに人間に襲いかかる、実に恐ろしい病魔であ

る。けれど、がん専門医たちは、そんな厄介な敵に敢然と闘いを挑み続けている。』－本書より－ 

 ところで、皆さんは「国内トップクラスのがん専門病院」と聞いて、どこの病院を思い浮かべ

られるのだろうか。まず、築地の「国立がん研究センター」、次に同じく東京の「癌研有明病院」

が一般的と思われる。私もその一人で、本書に出会うまで、「大阪府立成人病センター」について

知らなかった。実は、約 10年前、同センターに私の専門であった心臓病の研究のことで相談に行

ったことはあるのだが。昭和 34年、開設以来、一貫してがんを専門にし、がんと闘い続けている

病院なのである。  

  

著者の紹介 

 1948(昭和 23)年生まれ。ノンフィクション作家。主著に「人、旅に暮らす」「北里大学病院 24

時」「日本海のイカ」「森林ニッポン」などがある。 

 

本書の内容・感想 

 本書は、9章からなり、1章で 1人の医師が紹介されている。どの章からも医師の情熱が伝わっ

てくる。私もこの病院での治療が必要となればここで治療を受けたい。また、将来を選べる立場

だったら、この病院で仕事をしたい。 

9人の医師は皆さん素晴らしいのだが、特に感銘を受けたのは、現在、センター長でもある石川

先生である。第三章「膵臓がんに克つ 石川治医師に聞く」より、少し紹介する。なお、ニュー

スレター41号に廣川先生が書かれているように、膵臓がんは、「がんの王様」といわれることもあ

り、手術で切除できた場合でも 5年生存率は 20%前後で難治がんの 1つある。ところが、石川先生

のグループは、今では、外科手術と放射線治療、化学療法(抗がん剤療法)を組み合わせた集学的

治療により、5年生存率 50%という世界に誇る実績を挙げられている。 

石川先生が膵臓がんと出会われたのは、同センター外科に就職された 1976年。当時は、切除で

きる症例はほとんどなく、手術は 1年間に 3、4例であった。80年に入り、膵頭十二指腸切除術だ

けでなく、拡大郭清術も始まり、5 年生存率が、10%から 20%に。だが一方で、肝臓に転移するケ

ースが増えてきた。そこで、『2 チャンネル化学療法』を開発された。これは、肝臓を養っている

2本の血管、門脈と肝動脈から抗がん剤 5-FUを入れる方法である。肝転移は、50%から 15%に減り、

90年代には、5年生存率が 30%に達した。すると、今度は、肝転移が抑えられ生き延びる人が増え

たため、膵臓への再発が増えた。そこで、2000 年頃から、術前放射線療化学療法を始められた。



 2 

そして、ジェムザールという新しい抗がん剤が使えるようになった。この薬は、5-FU より膵がん

に対し有効で、放射線の感受性を増強させる。このような 30年余りの臨床研究により、「5年生存

率 50%」という素晴らしい成績が生まれた。今では、T3ステージだけを対象にしても、5年生存率

50%である。なお、放射線療化学療法は、現在、世界的に研究が進んでいるが、80年代に生まれた

『2チャンネル化学療法』は標準療法となっていない。何故ならば、方法がかなり面倒であるから

だ。 

さらに、「膵がんを早期に発見して治療する」というテーマにも取り組まれている。独自に開発

された検査法、手術法により、これまで 20人の患者さんを治療され、全員が再発なく生存されて

いる。 

そして、石川先生の方針は、『常に難治がんにチャレンジすること』。 

その他、開設以来、疫学調査を行われている津熊秀明先生。年間肺がんの手術を 230例行われ、

術中迅速切離面洗浄細胞診などの最新技術を駆使されている呼吸器外科の兒玉憲副センター長。

新たな診断法の研究に取り組まれている、加藤菊也先生らが紹介されている。また、『とにかくが

んから生還しよう！』『どの治療法を選ぶかは、最後は患者さんにお任せして、我々はただひとり

ひとりを丁寧にきちんと治療して行こう』『我々が挑戦しないで誰がやるんだ』『自分の担当した

患者さんとは、最後まできちんと医師として関わる』等、医師としての姿勢も教えてくれ、患者

の立場としても頼もしい。 

 

 2015年移転し新しくなる。これが、堀正二センター総長の言葉だ。『がん医療日本一を目指すキ

ーワードは「誇り」です。当センターは、医療スタッフはもちろん、患者さんも誇りを持てる医

療機関でありたいと考えています。我々スタッフの側は、「我々は歴史に裏打ちされた高いレベル

で最前線の治療を行っている」という自負であり、患者さんは「ここで治療を受けてよかった」

という思いです。つまり、双方の質的な「誇り」の充実を、新病院ではよりいっそう追及してい

きたいと思います。』 

 

 本書を通じて、「大阪府立成人病センター」という素晴らしい、誇れる、がん専門病院が西日本

にもあることを知っていただきたい。そのことだけで、楽になる。また、医師は、真摯に病気と

闘い、患者さんと病気と向き合っていることも知っていただきたい。２人に１人ががんにかかる

時代。がんの患者さんもそうでない人も、希望がもらえるであろう。 

 

会員 井上 林太郎 


